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1 ， 目的

　Cybex　machine などを用い た等速性運動の筋力測定

や、リハ ビリテーシ ョ ンにおけ る筋力の 回復過程の

評価に関す る報告は数多 く行われ て きた 。 しか し、

こ れ らの 大部分は測定ス ピードの上限が300Cieg．／s

ec ．で あ り、 こ れを上回るスピードで測定 したもの は

少な い。実際の運動局面では 、 関節の 運動速度は30

0deg．／ sec ．を上回るこ とが多い と考え られるだめ、

運動選手の 筋力評価および競枝復帰の 炬めの リハ ビ

リデーシ ョ ンを行う際に は、より高速度で の 運動時

の筋力測定を行うこ とが 、 運動時に発揮される筋力

の 再現および 訓練という面で重要で あると考え られ

る。また 、リハ ビ リデ ーシ ョ ン を行 う上で は 、 筋力

回復 の ため の 目標値は競技種 目に よ っ て 異なるもの

に 設定ず る べ き で あ ると考 え られるが、こ の問題に

関する研究は少な い 。 今回我 々は、450deg．／sec ，ま

で の 測定が可能な器械を 用い て 、各種の 運動競技選

手の膝 ・ 足関節の等速性運動時の 筋力測定を行い、

高速度の 運動時の各競技に おけ る筋力特性を明らか

にすると共に 、 傷害発生後の リハ ビ リ テ ーシ ョ ン の 、

異なる競技における筋力面で の 目標設定の ための 基

礎的資料を得る こ とを目的と した ．

2 ，方法

　被験者は筑波大学の 18− 22才の男子学生90名で あ

り 、 その内訳は陸上競技部短距離選手20名 、 中 ・長

距離選手 16名、バ スケ ッ トボール選手 11名 、 水泳部

競泳選手17名 、 サ ッ カー選手 16名、一般学生 10名で

ある 。 被験者は、運動選手に つ い て は専門種目の ト

レー
ニ ングを十分に 積ん だ者 で あ り、一般学生に つ

い て は過去三年間に専門的な運動 トレーニ ングの経

験の 無い も の とした。測定は BIODEX　CO．（米国）製

の測定器械 BIODEXを用い て行われた。 測定速度は 3
0deg，／ sec ．、180deg．／ sec ．、450deg．／ sec ．の 3種

類とし、被験者 に左右の 膝関節および足関節の 伸展

・ 屈曲を最大努力で 3回行わ せ た 。 得 ら れ 距 トル ク曲

線を コ ンピ ュ
ータ処理 し、伸展 ・ 屈曲時の Peak　To−

rque 、
　Angle　of　Peak　Torqueを得、こ れ らの 値 を統

計処理した 。

3 、 結 果 と考察

　 膝関節の Peak　Torque （表 1参照）に お い て は、

バ スケ ッ トボ ー．ル 、サ ッ カ
ー選手が 屈曲時に 他の 運 、

動群よ りも大 きい傾向を示 した 。 屈 曲／伸展比で は、

運勤速度の 上昇に ともない、その 値が 100Xに接近 し

た。 また 、 膝関節に おけ るAngle　of　 Peak　Toruueに

は 、 競技間の 差はみ られず 、 運動速度が上昇するの

に ともなし丶 屈曲時と伸展時の 角度が接近するとい

う共通の 傾向がみ られた 。 足関節の Peak　TOrqueに お

い て は、競泳選手が背屈時に他の運動群よ りも小さ

い 1直を示 した 。 しか し、背屈／底屈比に は、一定の

傾向はみ られなか っ た。足関節の Angle　of　Peak

TOIMueに お い て は、短距Ut　・中長距離選手が
一般学

生 と同じ傾向を示した 。 膝関節 ・ 足関節共に 、 屈曲

／伸展比 ・背屈 ／底屈比に は競技問 の 差は認め られ

なか っ た 。 またL 明確な左右差も認め られなか っ た 。

こ れ らの 結果 は、各競技間の運動形態 、 および トレ

ーニ ング負荷な ど の 違い に 起因す るも の で あ ると考

凡 し：）1
．
し毛｝o

　以上の結果より、 運動選手 の リ ハ ビ リデ・一‘シ ョ ン

の プロ グ ラ ム を作成す る際に は、一
般人よりも高度

で 、 専門 として い る運動種目を十分考慮 し た目標を

設定ずる必要の ある ことが示唆され た。 また 、 健側

の 筋力値 を回 復の 目標恒、お よび評 価の 基準とする

こ とが妥当であ ると考え られ る 。
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